
若槻地区住民自治協議会「コミュニティわかつき」の平成２３年度

定期評議委員会は４月２３日（土）、若槻コミュニティセンター体育館

で開きました。評議員、来賓など１１０人の参加がありました。

定期評議委員会は総会に当たるもので、住民自治協議会は平成

２２年度の事業報告、決算及び平成２３年度事業計画案、予算案な

ど６議案を提出。採決の結果、全議案とも満場一致で承認、可決さ

れました。

新年度事業のうち目玉となる新規事業は、‘ふるさと若槻’北国街

道開通４００年記念事業があります。県補助金の「地域発元気づくり

支援金」事業に選定されましたので、実行委員会を立ち上げて事業

を進めます。 議事の詳細を提案する轟会長

このほかの新規事業では、コミわかの相談役・アドバイザーから意見を聴き、若槻地区全体の事業計画や立案など

の運営に役立てる「コミわか運営懇話会」の実施（区長部）。安全防災部では「若槻地区総合防災訓練」を計画し、災

害に備え初期消火、炊き出し訓練などを地区挙げて行う予定にしています。

平成２３年度のコミわか会長に選出され、責任の大きさを痛感しております。

『自分たちの地域は自分たちでつくる』の理念に基づき、住民自治協議会がスタートし２年

目を迎え、体制の強化、充実を図っていく年であります。

私達若槻地区は住宅、商業、農業の各地域に８千世帯、２万人余の人々が生活する大き

な地区です。また、野山に囲まれ、豊かな自然環境に恵まれた地域でもあります。

しかし、様々な課題も抱えており、意見、知恵を出し合うとともに、地区の皆様のご協力ご

支援を頂き課題に取り組みます。行政・福祉・文化の向上を目指し、住民相互の連帯感、絆

を深め、安全で安心して生活のできる住みよい快適なまちづくりに努めたいと思います。

次の３点をモットーとします。

１ コミわかの活動が地域の交流の場として広がるよう、役員・部員は積極的に行動していきます。また、コミュニ

ティわかつきの要であります事務局の早期の自立を目指し、体制の強化、充実を図っていきます。

２ コミわかの活動、行事等のご案内をいち早く住民の皆様にお知らせするよう、広報を毎月発行していきます。

３ 中長期的観点から若槻地区の理想とする将来像を求めて「若槻まちづくり計画」の策定を住民の皆様のご意

見をいただき、進めていきたいと思います。

『みんなで創ろう、住みよいわかつき』を合い言葉に明るく活力ある若槻にしようではありませんか。
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